
APU「第2の開学」におけるコモンズを通じたネットワーク創出
〜「混ぜる教育」の深化によるインクルーシブな大学作り〜

安居 ⻑敏（やすい ながとし）先生
学校法人 ドルトン東京学園 理事
ドルトン東京学園中等部・高等部 校⻑

講演内容

米山 裕（よねやま ひろし）先生
学校法人 ⽴命館 理事
⽴命館アジア太平洋大学 副学⻑

１９９１年４⽉ 東京大学教養学部 助手
１９９３年４⽉ 東洋⼥⼦短期大学 専任講師、助教授
１９９８年４⽉ ⽴命館大学⽂学部 助教授、教授
（２０１２年４⽉〜２０１５年３⽉ ⽴命館大学 教学部⻑）
（２０１９年１⽉〜２０２０年３⽉ ⽴命館大学 ⽂学部⻑・学校法人⽴命館 理事）
２０２０年４⽉ ⽴命館アジア太平洋大学 副学⻑・学校法人⽴命館 理事
２０２４年１⽉ ⽴命館アジア太平洋大学 学⻑・学校法人⽴命館 副総⻑ 就任予定

講演内容

経歴等

１．APUの「混ぜる教育」を分析する
・APUは国際的な大学か︖
・授業と日常生活における「混ぜる」仕掛けの設計
・日本人のポテンシャルを解き放つAPUの教育と環境

２．APUのコモンズ空間運営ノウハウと限界
・図書館におけるコモンズ「Pangaea」
・言語教育の場としてのSALC
・国際教育寮としてのAPハウス

３．グリーンコモンズとAPハウス5
・相互学習の促進、多様な学びのスタイルへの対応
・インクルーシブな空間とインクルーシブな大学
・世界に開かれたネットワーク

４．Leap Beyond Global: APUの真の excellence を追究する
・多様な教員集団の⼒を教育・研究・大学運営に生かす
・学生のグローバル・モビリティを教育の中核に
・大学から社会を世界に「開く」ソーシャル・インパクト

講演① 講演②

１．ドルトン東京学園の教育理念

２．ドルトンプランとは
①2つの原理︓⾃由と協働
②3つの柱︓ハウス・アサインメント・ラボラトリー

３．知的好奇心や探究心を湧き起こす学びの実際

４．いま求められる学校の役割

５．教育プログラムと連携したキャンパス環境
①学びや交流が生まれる「仕掛け」のある校舎
②先導技術導⼊、成⻑し続けるキャンパス

経歴等

１９８２年４⽉ 学校法人純美禮学園 滋賀⼥⼦高等学校 教諭（〜２００２年３⽉）
２００２年６⽉ エフエムひこねコミュニティ放送株式会社 取締役局⻑（〜２００４年５⽉）
２００４年６⽉ 個人事業／パソコンサポート・ラジオ局設⽴コンサルティング（〜２００６年３⽉）
２００５年４⽉ びわ湖キャプテン株式会社 ＦＭ事業部⻑（〜２００６年３⽉）
２００６年４⽉ 滋賀学園中学・高等学校 教諭（〜２０１３年３⽉）
２０１２年４⽉ 学校法人滋賀学園 法人本部総合企画部⻑（〜２０１７年３⽉）
２０１３年４⽉ 滋賀学園高等学校 校⻑（〜２０１７年３⽉）
２０１５年４⽉ 同 中学校校⻑ 兼務（〜２０１７年３⽉）
２０１７年４⽉ 沖縄アミークスインターナショナル小学校・中学校 校⻑（〜２０１９年３⽉）
２０１９年４⽉ ドルトン東京学園中等部・高等部 参事（〜２０２０年３⽉）
２０２０年４⽉ ドルトン東京学園中等部・高等部 副校⻑（〜２０２２年６⽉）
２０２２年７⽉ ドルトン東京学園中等部・高等部 校⻑（〜現在）

ドルトン東京学園の挑戦



ちがいから学びの気づきを得るインクルーシブ・キャンパス

講演内容

経歴等

講演③

⽴命館アジア太平洋大学様の新学部設置に伴い整備した教室棟と国際寮をご紹介します

1．教職員学生とともにつくる新たな教育空間
・WEB・リアルの良いとこ取りしたアフターコロナの新しい教室
・研究のたこつぼ化を打破するリビング空間
・他者を思いやるきっかけを生むオールジェンダートイレ

2．産官学地の連携拠点としての木造教室棟
・日本初、大規模3層吹抜をもつ木造校舎
・大分県産木材の利⽤による地産地消

3．キャンパス内に⽴地する国際教育寮
・学びと暮らしをつなぐ開かれた寮
・環境負荷低減とプライバシーを両⽴するサステナブルデザイン

１９９３年 東京大学工学部建築学科卒業
株式会社竹中工務店⼊社

２０１３年 ⽴命館大学理工学部非常勤講師
２０１８年 大阪府建築⼠会担当理事

以下、設計担当作品
２０１０年 ⽴命館大学ＢＫＣスポーツ健康科学部棟
２０１２年 ⽴命館大学京都⾐笠体育館
２０１５年 ⽴命館大学大阪いばらきキャンパス
２０１９年 ⽴命館大学ＯＩＣグローバルハウス
２０２３年 ⽴命館アジア太平洋大学グリーンコモンズ、ＡＰハウス５

永井 務 （ながい つかさ）

株式会社 竹中工務店
大阪本店設計部 企画プロポーザルグループ⻑ 開催趣旨

2023年 学校法人様向けセミナー（東京）

多様な個性を混ぜ合わせる 新たな学びへの挑戦
〜 ⽴命館アジア太平洋⼤学（APU）× ドルトン東京学園 〜

主催︓株式会社 竹中工務店 ご協⼒︓⽴命館アジア太平洋⼤学様

開催概要

お問合せ 株式会社竹中工務店 医療福祉･教育本部 教育施設グループ
担当 大森 iryou-fukushi@takenaka.co.jp 070-7812-0874

学校教育・運営に取り組まれる皆様に最新情報をご提供し、課題を共有させていただく場として開催しております
「学校法人様向けセミナー」は、お陰様で今年11回目を数えます。
今回は、『多様な個性を混ぜ合わせる 新たな学びへの挑戦』 をテーマに、⽴命館アジア太平洋大学様に多大なる
ご協⼒をいただき、下記の要領にて企画いたしました。
講演①では、⽴命館アジア太平洋大学副学⻑の⽶⼭裕先生より、専門教育の高度化、インクルーシブなど先端的な
テーマに取り組む「APU第２の開学」と、新教学棟及び新寮における学びについてお話を賜ります。
講演②では、新たな中高⼀貫校として注目が集まるドルトン東京学園中等部・高等部校⻑の安居⻑敏先生より、
「ドルトンプラン」に基づき、生徒と教職員が⼀体となった先進的かつユニークな学びについてお話を賜ります。
講演③では、⽴命館アジア太平洋大学様の新施設の設計者より、新たな学びの空間について紹介させていただきます。
ご登壇者によるパネルディスカッションまで、渾身の企画となりました当セミナーに、是非ご参加ください。

プログラム
13:30 開場
14:00-14:05 開会挨拶

14:05-14:35
講演① APU「第2の開学」におけるコモンズを通じたネットワーク創出

〜「混ぜる教育」の深化によるインクルーシブな大学作り〜
⽴命館アジア太平洋大学 副学⻑ ⽶⼭ 裕 先生

14:35-15:05 講演② ドルトン東京学園の挑戦
ドルトン東京学園中等部・高等部 校⻑ 安居 ⻑敏 先生

15:05-15:15 休憩（10分）

15:15-15:45 講演③ ちがいから学びの気づきを得るインクルーシブ・キャンパス
竹中工務店 大阪本店設計部 企画プロポーザルグループ⻑ 永井 務

15:45-16:00 休憩（15分）
16:00-16:40 パネルディスカッション
16:40-17:00 質疑・閉会挨拶

日 時 ︓ 2023年11⽉20日（⽉）14:00〜

会 場 ︓ ⽴命館東京キャンパス
千代田区丸の内1-7-12 サピアタワー８階
（東京メトロ大手町駅B7出口、JR東京駅日本橋口直結）

定 員 ︓ 会場 50名様 / ライブ配信
参加費 ︓ 無料
申込み ︓ 別紙より事前申込みをお願いいたします

丸の内北⼝
丸の内中央⼝

丸の内南⼝

八重洲南⼝
八重洲中央⼝

八重洲北⼝

新幹線日本橋⼝

新幹線日本橋⼝

サピア
タワー

新幹線南のりかえ⼝ 新幹線中央のりかえ⼝
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サピアタワー１階からエスカレーターで
３階オフィスロビーへお越しください。
当セミナー専用受付で入館カードお渡し後、
エレベーターで８階にご案内します。

木造教室棟外観 木造教室棟内観3層吹抜 国際学生寮外観


